




９月２日から 10 月 17 日まで、46 日間にわたる旅であった。『満韓ところどころ』（以下、
『満韓』と略称）はその時の紀行文で、同年 10 月 21 日から 12 月 30 日まで『東京朝日新






















































































































































































































































































































































































































































































16 『漱石全集』第三巻「草枕・二百十日・野分」P10、岩波書店、1994 年 2 月 9 日。
17 前出『漱石全集』第三巻「草枕・二百十日・野分」P158。
18 『漱石全集』、第十九巻「日記・断片　上」P65、岩波書店、1995 年 11 月 28 日
19 「倫敦消息」（『ホトトギス』所収）、『漱石全集』第十二巻「小品」、P14 参照、岩波書店、1994 年




















照、岩波書店、1929 年 10 月。そして、同書のついている「漱石年譜」の明治 35 年のところに、
「英京にて旧友中村是公に逢う」という出来事の記録から、「一度ロンドンでお会ひした」のはこ
の 35 年であり、明治 42 の二人の再会の 7年前だとわかった。同書 P419 参照。
25 前出『漱石全集』、第十二巻「小品」、P227-228。『満韓』の第一節で中村是公の来訪と漱石を
招待する経緯を以下のように記した。
「南満鉄道会社つて一体何をするんだいと真面目に聞いたら、満鉄の総裁も少し呆れた顔をして、
御前も余つ程馬鹿だなあと云つた。是公から馬鹿と云はれたつて怖くも何ともないから黙つてゐ
た。すると是公が笑ひながら、何だ今度一所に連れてつて遣らうかと云ひ出した。（略）…（余
の）気のない返事を聞いた総裁は、まあ海外に於る日本人がどんな事をしてゐるか、ちつと見て
来るが可い。御前見た様に何にも知らないで高慢な顔をしてゐられては傍が迷惑するからと頗る
適切めいた事を云う。何でも是公に聞いて見ると馬関や何かで我々の不必要と認める程の御茶代
抔を宿屋へ置くんださうだから、是公と一所に歩いて、此厖大な御茶代が宿屋の主人下女下男に
どんな影響を生ずるか一寸見たくなつた。そこで、ぢや君の供をしてへいへい云つて歩いて見た
いなと注文を付けたら、そりや何うでも構はない、一所が厭なら別でも差支ないと云ふ返事であ
つた。」
26 前出夏目鏡子口述、松岡譲筆録する『漱石の思い出』P211。
　87
夏目漱石の旅行記に現れた異文化への「先入観」
27 青木保、『異文化理解』、岩波書店、2001年7月。青木氏の論点の叙述は本書P41-73の内容を参
考にしている。
28 前出『漱石全集』、第十二巻「小品」P236。
29 前出『漱石全集』、第十二巻「小品」P239。
30 同注28。
31 前出財団法人満鉄会、『満鉄四十年史』、P3-36参照。
32 前出『漱石全集』、第十二巻「小品」P330。
33 前出『漱石全集』、第十二巻「小品」P277。
34 同注32。
35 前出『漱石全集』、第十二巻「小品」P250。
36 同注33。
37 前出『漱石全集』、第十二巻「小品」P295。
38 股野義郎は漱石が熊本の第五高等学校教授時代書生として使っていた五高の学生である。
39 清林館は、当時急速に増えた日本人滞在に対して、日本軍政署が後援して営口に作られた旅館で
あり、新市街にあり、経営者は林屋仲太郎である。
40 小宮豊隆、『夏目漱石』三（全三冊）P51、岩波書店、1953年10月5日。
41 前出『漱石全集』、第十二巻「小品」P277。
42 漱石が橋本佐五郎の同行も伴って大連から旅順へ赴いたのは9月10日のことである。その日の日
記で「八時半旅順に向ふ。畠。高粱。粟。蕎麦。赤い濁水の沢。中に玉蜀黍の蘆の如きあり。部
落は二三　樹木の間に石垣。画趣。山の景色。墓地。大なるは公牧場」と、沿線の景色を多く羅
列した。
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